博士前期課程の研究指導（案）　　　
工学研究科における博士前期課程の研究指導を下記の要領で行う。
１．大学院生は、博士前期課程（以降「前期課程」と言う。）の１年次４月末までに、当該専攻の学修・教育目標を満たす『学修計画書（博士前期課程）』を主指導教員及び副指導教員（３名以下）に提出する。なお、
１）「履修科目」には、３０単位以上の履修科目を記載する。
２）「研究計画」には、(i)研究の背景・目的と意義、(ii)研究の新規性と将来性、(iii)研究手法の創意工夫および(iv)工学的倫理観を含む内容を記載する。

３）「設計計画」には、(i)設計の着眼点と意義、(ii)問題提起と解決方法、(iii)構想力、空間の構成と表現力および(iv)人・社会・環境への配慮を含む内容を記載する。

２．指導教員は、『学修計画書（博士前期課程）』および当該専攻の学修・教育目標に基づき指導を行うと共に、前期課程１年次終了時までに「学修活動発表会」を開催して、学修内容について第3者の意見を求める。

３．大学院生は、「学修活動発表会」における指摘を考慮して、前期課程２年次の４月末までに、既提出の『学修計画書（博士前期課程）』を必要に応じて修正し、指導教員に提出する。

４．指導教員は、『学修計画書（博士前期課程）』に基づいて、修士論文あるいは修士設計の完成に向けて研究指導を行う。そして、
１）主指導教員は、所属する専攻会議の要請に応じて『研究指導報告書』を提出し、指導状況を報告する。
２）主指導教員は、適切な時期に、３名以上の教員で構成される審査委員会（主査・副査（２名以上））を設置し、専攻会議の了承をうる。

３）審査委員会の所属する専攻会議は、原則前期課程２年次の１２月末までに、修士論文あるいは修士設計の中間発表会を開催して、その学術内容などについて第3者の意見を求める。
４）専攻会議は、原則前期課程２年次の２月末までに、修士論文公聴会あるいは修士設計講表会を開催して、その学術的内容について第3者の意見を求めた上で、口頭試問により学識評価および人物評価を行い、修士論文あるいは修士設計が当該専攻の評価基準を満たすかどうかを評価し、合否案を作成する。

５．専攻主任は、修士論文あるいは修士設計の合否案を工学研究科専攻主任会に提出して承認を得た上で工学研究科委員会に諮り、合否を決定する。

６．上項５で、修士論文あるいは修士設計が否（不合格）になった場合の研究指導を下記の要領で行う。
１）指導教員および審査委員会は、継続して当該大学院生の研究指導を行なう。

２）専攻会議は、修士論文あるいは修士設計が当該専攻の評価基準を満たしたと判断される時点で、修士論文公聴会あるいは修士設計講表会を開催してその学術的内容について第３者の意見を求めた上で、口頭試問による学識評価および人物評価を加えて修士論文あるいは修士設計が専攻の評価基準を満たすことを審査して、合格案を作成する。

３）専攻主任は、修士論文あるいは修士設計の合格案を工学研究科専攻主任会で承認を得た上で工学研究科委員会に諮り、合格を決定する。

　　　　　　
博士後期課程の研究指導(案)　
工学研究科における博士後期課程の研究指導を下記の要領で行う。

１．大学院生は、博士後期課程（以降「後期課程」と言う。）の１年次４月末までに、当該専攻の学修・教育目標を満たす『学修計画書（博士後期課程）（「研究計画」と希望する場合は「履修科目」）』を主指導教員及び副指導教員（３名以下）に提出する。なお、
１）「研究計画」には、(i)研究の背景・目的と意義、(ii)研究の独創性と発展性、社会への貢献度、(iii)研究手法の創意工夫および(iv)工学的倫理観を含む内容を記載する。

２）教科目の履修は課されていないが、当該専攻の学修・教育目標に適合する科目の履修が望まれる。
２．指導教員は、『学修計画書（博士後期課程）』および当該専攻の学修・教育目標に基づき助言・指導を行う。そして、大学院生は後期課程２年次１２月末までに、既提出の『研究計画（博士後期課程）』を必要に応じて修正し、主指導教員に提出する。

３．指導教員は、『学修計画書（博士後期課程）』に基づいて、博士論文の完成に向けて研究指導を行う。そして、
１）主指導教員は、所属する専攻会議の要請に応じて『研究指導報告書』を提出し、指導状況を報告する。
２）主指導教員は、適切な時期に、３名以上の教員で構成される論文審査委員会（主査・副査（２名以上））を設置し、専攻会議の了承をうる。
３）論文審査委員会の所属する専攻会議は、原則後期課程３年次の２月末までに、博士論文公聴会を開催して学術内容について第3者の意見を求めた上で、口頭試問により学識評価および人物評価を行い、博士論文が当該専攻の学修・教育目標の評価基準を満たすかどうかを評価して合否案を作成する。

４．専攻主任は、博士論文の合否案を工学研究科専攻主任会に提出して承認を得た上で工学研究科委員会に諮り、合否を決定する。

５．上項４において、博士論文が不合格の場合の研究指導を下記の要領で行う。

１）専攻会議は、当該大学院生の学修計画に基づき、原則後期課程３年次の２月末までに満了あるいは留年の手続き案を作成する。

２）専攻主任は、その手続き案を工学研究科専攻主任会に提出して承認を得た上で工学研究科委員会に諮り、手続きを決定する。
３）指導教員は、大学院生が留年生として博士後期課程に在籍する場合は、継続的に研究指導を行う。
４）専攻会議は、大学院生の研究業績が当該専攻の評価基準を満たしたと判断される時点で、博士論文公聴会を開催してその学術内容について第3者の意見を求めた上で、口頭試問により学識評価および人物評価を行い、博士論文が当該専攻の学修・教育目標の評価基準を満たすことを審査して、合格案を作成する。

３）専攻主任は、博士論文の合格案を工学研究科専攻主任会に提出して承認を得た上で工学研究科委員会に諮り、合格を決定する。

修士論文あるいは修士設計の評価方法と評価基準(案)　
工学研究科における修士論文あるいは修士設計の評価方法と評価基準を次のように定める。
１．修学内容（教科目３０単位以上の修得と修士論文あるいは修士設計の学術内容）は、
当該専攻の学修・教育目標を満たすものとする。

２．修士論文あるいは修士設計を下記の方法と基準で評価する。

１）評価方法：

修士論文あるいは修士設計の学術内容および口頭試問で総合的に評価する。

①「修士論文」の評価項目は、(i)研究の背景、目的と意義、(ii)研究の新規性と将来性、(iii)研究手法の創意工夫および(iv)研究成果を含むものとし、学会等での研究発表実績も評価の参考とする。

　　 ②「修士設計」の評価項目は、(i)設計の着眼点と意義、(ii)問題提起と解決方法、(iii)構想力、空間の構成と表現力および(iv)人・社会・環境への配慮を含むものとし、学会等への発表実績も評価の参考とする。

　　③口頭試問では、学識評価と人物評価を行う。

２）評価基準と評価手順：

修士論文あるいは修士設計の学術内容は、当該専攻の学修・教育目標および評価基準を満たすとともに、以下の手順で審査委員会、専攻会議、工学研究科専攻主任会及び工学研究科委員会の承認を得るものとする。

①主査と副査（２名以上）で構成される審査委員会は、修士論文あるいは修士設計の学術内容が当該専攻の学修・教育目標と評価基準を満たすかどうかを先ず審査する。

②審査委員会の所属する専攻会議は、当該専攻の評価基準を満たすと判断される修士論文あるいは修士設計については、公聴会あるいは講表会を開催してその学術内容について第3者の意見を求めた上で、修士論文あるいは修士設計の学術内容を評価する。

③専攻会議は、口頭試問による学識評価と人物評価を加えて修士論文あるいは修士設計の学術内容を総合的評価し、その合否案を作成する。

④専攻主任は、修士論文あるいは修士設計の合否案を工学研究科専攻主任会に提出して承認を得た上で工学研究科委員会に諮り、合否を決定する。

大学院工学研究科・学修計画書（博士前期課程）

平成　　年度入学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

	専攻名
	
	所属分野名
	　　　　　　　　　　　分野
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	学籍番号
	

	主指導教員
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	備考


	


研　究　計　画　
	「研究計画」には、(i)研究の背景・目的と意義、(ii)研究の独創性と発展性、社会への貢献度、(iii)研究手法の創意工夫及び(iv)工学的倫理観を含む内容を記載する。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


設　計　計　画　
	「設計計画」には、(i)設計の着眼点と意義、(ii)問題提起と解決方法、(iii)構想力、空間の構成と表現力及び(iv)人・社会・環境への配慮を含む内容を記載する。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


大学院工学研究科・学修計画書（博士後期課程）
平成　　年度入学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

	専攻名
	
	所属分野名
	　　　　　　　　　　　分野

	氏名
	
	学籍番号
	

	主指導教員
	　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　　　　　
	副指導教員
	　　　　　　　　　　　　㊞

	副指導教員
	　　　　　　　　　㊞

　　　　　　　　　
	副指導教員
	　　　　　　　　　　　　㊞

	研究課題　　


	

	
	

	
	

	履修科目


	科目区分
	授業科目名
	単位
	科目
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	備考


	


研　究　計　画　
	「研究計画」には、(i)研究の背景・目的と意義、(ii)研究の独創性と発展性、社会への貢献度、(iii)研究手法の創意工夫及び(iv)工学的倫理観を含む内容を記載する。

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

平成　　年度　　研究指導報告書

工学研究科長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　攻　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専攻
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主指導教員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

以下の事項について研究指導をしたことを報告する。
	氏　名

	
	学年
	博士前期課程　　　　　年

	研究事項


	

	研究指導期間

	

	研究指導事項及び研究成果・学業に関する評価事項


	


　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

平成　　年度　　研究指導報告書

工学研究科長　殿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専　攻　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　専攻

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主指導教員　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊞　

以下の事項について研究指導をしたことを報告する。
	氏　名

	
	学年
	博士後期課程　　　　　年

	研究事項


	

	研究指導期間

	

	研究指導事項及び研究成果・学業に関する評価事項
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